
令和七年度  第四十九回入学式 式辞 

 

長く厳しい冬をじっと耐え続けてきた草木が、一斉に芽吹いてくる季節となりました。本日はこ

こに、御来賓の皆様の御臨席を賜り、第四十九回の 入学式を挙行できますことを大変うれしく思

います。新入生の皆さん、御入学おめでとうございます。在校生、並びに、教職員一同、皆さんのこ

とを心から歓迎いたします。 

本校の学校教育目標は「自分の人生をより良く生きようとする生徒を育て、社会のウエルビーイ

ングを実現する」です。本校での学校生活を始めるうえで、新入生のみなさんに、三つのお願いがあ

ります。 

一つ目に、「自分を知り、大切にしようとする生徒」であってください。 

二つ目に、「まわりの人とつながろうとする生徒」であってください。 

三つ目に、「経験を力にしようとする生徒」であってください。 

この三つのことは、豊明高等支援学校が大切にしていることであり、皆さんが「自分の人生をより

良く生きていくため」に必要なことであると考えています。豊明高等支援学校で、将来の夢や目標に

向かって一歩一歩歩んでいきましょう。 

さて、先日本校を卒業した卒業生が、「豊明の三年間はあっという間だった」という言葉を残して

巣立っていきました。きっと、豊明での三年間は思っていたよりもずっと短く感じたのだと思いま

す。一日一日、今この時を大切にして学校生活を送ってほしいと思います。そこで、みなさんに「一

秒に喜び、一秒に泣く」という話をします。「一秒でできること」にはどんなことがありますか。少

し考えてみてください。「一秒のような短い時間では何もできない」と思う人がほとんどではないで

しょうか。しかし一秒でできることがあります。それは「ありがとう」や「素敵だね」などの前向き

な言葉を伝えることです。前向きな言葉は、相手も自分も気持ちよくすることができます。一方、同

じ一秒ほどの言葉でも「あっちへ行け」などのマイナスで冷たい言葉はどうでしょうか。言われた側

の人は傷つき、長い時間悩み続け、大切な時間を、嫌な気持ちで過ごすことになってしまいます。人

はたった一秒ほどの言葉で素晴らしい仲間づくりができますし、反対に、たった一秒ほどの言葉で

辛い人間関係となってしまうことがあります。同じ一秒なら、幸せになる言葉を伝えあってほしい

と思います。どうかみなさん。自分の人生をより良く生き「ウエルビーイング」な学校生活、そして

その先の社会をめざしましょう。 

さて、保護者・御家族の皆様に申し上げます。本日は、お子様の御入学、誠におめでとうございま

す。私たち教職員一同、新入生の皆さんをしっかりと支えてまいります。どうぞよろしくお願いいた

します。 

結びとなりますが、新入生の皆さんが、ここ豊明高等支援学校で充実した三年間を過ごし、自分の

人生をより良く生きようとする素敵な社会人になることを強く願いまして式辞といたします。 

 

令和七年四月九日 

市立札幌豊明高等支援学校    校 長  益満 等之 


